国際関係会　IIR　OB・OG会　平成２８年度　総会　議案
２０１６年６月１８日

於：慶応義塾大学三田キャンパス南校舎

４４３号教室

　
会員数　　1365名　（正会員　７７９名、　準（一般）会員　5８６名　（平成2８年6月17日現在）
定足数　７８　　有効（出席者）数：２１７（会員61委任状提出会員156）
議長指名
【議案１】２７年度活動報告　（中江副会長より発表）
【議案２】２７年度収支決算・会計報告・監査報告　（岩田幹事長より報告、加藤監査役報告）
伊勢会長　挨拶　
【議案３】会長選任、新役員承認　（新会長より挨拶）

【議案４】２８年度事業企画案及び予算案　（新会長より発表、予算案説明　岩田幹事）

　　　　　
【現役報告】ＩＩＲ現役活動報告・活動計画

【議案　１】　平成２７年度活動報告
（1） IIR創立６０周年記念催事・式典及びシンポジウムを開催致しました。
（平成2７年６月2０日（土））
1 　開会のご挨拶　西室泰三氏（慶應義塾評議員会議長、IIR4期）
2 　IIR　学生による報告「50周年から60周年への歩み」「今年の活動予定」

3 　國領二郎常任理事による慶應義塾のグローバル化の現況についての講演

4  IIR　OBOGによるパネルデイスカッション「塾のグローバル化とIIRの役割」
　　　　上記のご挨拶文、講演要点（ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ）、パネルデイスカッションの様子はOBOG会HPに　　掲載しておりますのでご一覧ください。
懇親会は三田キャンパス内北館「ファカルティクラブ」を借り切って開催し113名の会員が参加　盛会の中、１期～６０期の会員及び現役生が和気あいあいで懇談致しました。

２０１５年（平成27年）度総会を式典と同日にシンポジウムの前時間で開催致しました。
議案　平成２６年度活動報告、２７年度活動方針及び予算案　等　
（2） アフタブ・セット君叙勲のお祝い会を行いました。
アフタブ・セット君　（デリー大学ＩＩＲ元留学生、元駐日インド全権大使）
2017年秋の叙勲で最高位の旭日大綬章を受けられました。　　セット氏の日本　滞在中にお祝い会の開催と言うことで発起人６名により急遽2015年11月30日三田北館　「ファカルティクラブ」にて開催致しました。
３１名の会員が参加し旧交を温めるお祝い会となりました。
（３）ＩＩＲ現役新役員との懇親会を開催致しました。（平成28年１月9日）　
定例役員会を三田の萬來舎で行った後、田町「地中海ビストロシバ」にてＯＢＯＧ１５名、　　　現役学生新役員２６名が参加しレストランを借り切って約2時間、お互いの自己紹介、　ＩＩＲの思い出、活動の抱負などを話し合い、楽しい雰囲気の懇親会でした。

毎年行いますので、皆さまの参加をお待ちしております。
（４）特選塾員推薦については、平成２７年度の推薦者は下記1名。
（三田柔友会との共同推薦）
ウェイン・リットン君　（UBC・IIR元留学生、　㈱チーナ　代表、バンクーバー三田会　）
特選塾員証授与式が平成28年２月５日に行われました。　そして２月２日に北館３階　大会議室において、「IIRのプログラムで慶應義塾に留学して柔道部に籍を置いたカナダ人のつれづれ草」のテ―マで１時間余講演を戴きました。
尚、　平成28年度も推薦を行いたく候補者の選定を行っております。
（5） ホームページ拡充（講演報告などを追加掲載）　（http://www.iir.jp　でご覧下さい）
（６）現役プログラムへの支援・応援活動を致しました。　
a. ＳＫＩＰ（Stanford Keio International Program）への応援 
スタンフォード大との交流再開・継続を期待して、現役学生活動ＳＫＩＰでの来日留学生向けプレゼンテーション及び歓迎会をKSP(Keio Stanford Program)　OBOG会と共催で開催。　今後とも協力していきます。
b. Keio x UBC　LINK Program への応援
カナダUBCとの交流再開・継続を期待して、現役学生活動LINKSでの来日留学生向けプレゼンテーション及び歓迎会を支援。
【議案２】２７年度収支決算・会計報告・監査報告
　　　　　　別紙配布
【議案３】会長選任、新役員承認　
　　　　　　会長選任後、新会長より挨拶、新役員の紹介と承認
【議案４】２８年度事業企画案及び予算案　
　　　　　　別紙配布の「平成２８年度予算案」をご参照下さい。
　　　　　（平成２７年度会計報告の裏面）
事業企画案；
1 現役学生プログラムへの応援・支援活動
・今年度もスタンフォード・UBC（ＬＩＮＫ）との再交流を促進
・アジアのリーダーシップとの交流促進を目標とするPALを支援
・FUNプロジェクト　への支援
・IW（International Week）での企業訪問のサポート
2 講演会　（OBOGによる経験談、元留学の経験談など）及び懇親会
3 特選塾員推薦
4 勉強会　（トーキングプログラム・ＩＩＲサロン政治経済研究会など）
5 就職活動セミナー　（「ＯＢＯＧと語る会」として開催）
6 現役新役員との顔合わせと懇親会（2017年１月１４日（土）に予定）
　毎年行いますので、皆さまの参加をお待ちしております。
会員の皆様へのお願い
・ＯＢ・ＯＧ会の連絡・組織について

６０周年記念式典を機に名簿整理などを進めて参りました。　しかし不十分な状況です。
つきましては同期・交換留学生との集い等をされている状況の中で、参加者の皆様の連絡先情報を　役員会へお知らせ下さい。
・ＩＩＲ現在の立場、塾・社会との関係、目指すべき方向についてのご意見をお寄せ下さい。
上記に記載致しました総ての事項に於いて新たに役員に加わって頂ける方、各部会・委員会にお力添え頂ける方を随時募集しております。
以上
次回の定例役員会は７月16日（土）16：００～１8：００ＰＭ　萬來舎にて予定しております。

（任意ご参加戴きたくお願い申し上げます）

　　

２０１７年度総会は、201７年6月1７日（第３土曜日）を予定しております。

各会員の皆様のメールアドレス登録をご確認戴きたくお願い申し上げます。
総会の通知は登録のアドレスへ一斉配信しております。　受信がない方は未登録とご理解下さい。新アドレスのご連絡はＯＢ・ＯＧ会のホームページでお知らせ下さい。　又は

h-k-iwata@nifty.com 岩田へお願い致します。
国際関係会　IIR　OB・OG会　平成２８年度　総会
特別講演
アフタブ・セット氏　（元駐日インド全権大使、元IIR年間交換留学生、慶応義塾大学グローバルセキュリティ研究所教授）
　　　　　　「日印関係の現況・回顧録から」　（英語での講演）
細谷雄一　教授（IIR顧問、法学部教授）
　　　　　　「ヨーロッパ危機の諸相」
司会（モデレーター）
安倍　宏行　（IIR23期、元フジテレビ報道部長）
講演者・プロフィール
Aftab Seth (アフターブ・セット、　1943-　)　
インド・ビハール州

 HYPERLINK "https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%88%E3%83%8A" \o "パトナ" パトナ出身、デリー大学へ入学し在籍時に交換留学プログラムにより1年間慶應義塾大学にて日本語と日本史を学ぶ。1964年にデリー大学を首席で卒業し、1967年にはオックスフォード大学の修士課程を修了した。　1968年インド外務省に入省し、外務省本庁の報道官を経てギリシャ、ベトナム、日本、ミクロネシア連邦などの特命全権大使をつとめた。2004年からは慶應義塾大学教授やグローバルセキュリティ研究所長を務めている。　詩人としても活動を行っており、ヨーロッパでは詩朗読マイスターの称号を受けている。 2015年11月、旭日大綬章受章。　日本語版著書に「象は痩せても象で有る-インドから見た巨象・日本の底力」がある。　　　（一部　ウィキペディアより引用）
細谷 雄一（ほそや ゆういち、1971年 - ）
国際政治学者。専門は、国際政治史、イギリス外交史。外交についての時事評論も行なっている。　　学部時代は北岡 伸一（立教大学）、慶應義塾大学大学院では田中俊郎教授に師事。

2010年より世界平和研究所上席研究員。　2014年より国家安全保障局顧問として活動。
著書多数；『戦後国際秩序とイギリス外交』でサントリー学芸賞を受賞。　『国際秩序――18世紀ヨーロッパから21世紀アジアへ』（中央公論新社［中公新書］、2012年）ほか、直近の出版に「三田評論・２０１６年４月号」で＜座談会＞「ヨーロッパの危機」をどうみるか　がある。

